
結果

野外調査

はじめに
　作並断層は宮城県南西部をほぼ南北方向に延びている断層で、奥羽山脈の形成に
大きく寄与しているとされている断層である。少なくとも中期更新世前半ないし初頭ま
で、本断層の活動により奥羽脊梁山脈は継続的に隆起し、奥羽山脈と広義の仙台平野
との地形的分化は進行したと推察されている(大月, 1996)。

断層露頭の記載などの報告は少なく、断層運動に関する研究は乏しい。

目的
作並において確認した断層露頭の地質構造を解析し、作並断層との関連を考察・検討
する。
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結論
作並断層の延長部に位置する地点で断層露頭を確認し記載した。周囲の変形構
造の存在から作並断層の一部であると考えられるが、明瞭な破砕帯を示す断層
露頭は、作並断層の一般走向に対して大きく斜交するかたちで位置していること
が明らかとなった。

考察
変形構造は作並断層が形成される過程で大きな力を受けたことによるものではな
いか
作並断層の一般走向はN 10°E、一般傾斜は90 ° Vだがこれは断層露頭のものと
異なる姿勢を示す。
⇛今まで知られてきた作並断層に新たな姿を与えるものである
成因及び時系列について以下の3パターンを考察する
　①作並断層よりも前に断層露頭の断層が活動した
　②断層露頭の断層のあとに作並断層が活動した
　③作並断層と断層露頭の断層が同時期に活動した

調査地
仙台市青葉区作並
檀ノ原、湯の原の付近

N85°W55N（露頭と対岸の露頭をつないだとき）

断層露頭の写真

走向傾斜

奥羽山脈

作並断層

本研究の調査地域

利府長町断層

地理院地図HPより引用（活断層の位置は「活断層データ
ベースHPより」）

凝灰質砂岩

黒色泥岩

凝灰角礫岩

凝灰質シルト岩

本研究で作成した作並断層周辺のルートマップ

20万分の1地質図「仙台」より抜粋

作並層

日陰層

安山岩

ルートマップに対応する地質図

作並断層

推定される作
並断層

ピンクの地層の写真 水色の地層の写真

[作並断層について]

一般走向N 10°E
一般傾斜90 ° V
長さ 10 km
平均変位速度
更新世後期以降の活動が見ら
れないことから，0.0m／千年と
する。
活断層データベース（中田・今
泉, 2002）より
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　作並断層は奥羽山脈にそっておよそ南北方向に延びており、本研究ではその延長部
にあたる位置で断層露頭を確認した。詳細な地質構造を記載し、加えて周辺の岩相分
布を明らかにした。

調査項目
・2万5千分の1地形図への地質
構造と岩相分布に関するルート
マップの作成
・地層の姿勢の測定
・地質構造のスケッチ

考察
さまざまな変形構造も見られることから繰り返し活動を起こし形成されたものであ
る可能性が高いと考えられる。
この断層から北に20mほどの地点で見られた地層が変形した構造は、作並断層
が形成される過程で大きな力を受けたことによるものではないか
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